
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 58,746,863 66,325,495 60,571,091 67,572,231

事業費

の内訳

令和3年度決算

主な内訳
人件費：４，８２５，９５７千円（人件費は事業費に含まれる・人工６１８）
請負工事費：１５，４４３，０００千円
委託料：７，８９２，０５８千円
浄水場設備工事：２，７５３，１５７千円

令和4年度予算

主な内訳
人件費：５，４０６，６０２千円（人件費は事業費に含まれる・人工６２４）
請負工事費：１８，４５９，８０５千円
委託料：８，２６９，６０４千円
浄水場設備工事：３，７４０，９９６千円

人工 0.0 0.0 0.0 0.0

人件費 0 0 0 0

事業費 58,746,863 66,325,495 60,571,091 67,572,231

うち特定財源 58,746,863 66,325,495 60,571,091 67,572,231

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

水道法、地方公営企業法、札幌市水道事業給水条例

他都市の状況

他政令市等においても本市と同様に必要に応じて中長期計画を策定し水道事業を運営している。

実施結果

水道水の水質基準不適合や水不足がなく、安全で良質な水を安定して供給することができている。

事業実施における
工夫点

水道事業を安定的に運営するためには、水道事業や水道水について利用者と情報を広く共有し、安心して水道水
を利用してもらうことが必要である。そこで、様々な広報事業を行い効果的にＰＲすることで、利用者とのコミュニ
ケーションを充実させている。

対象者 市民 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

毎年、単年度ごとの実施計画を作成し、取組実績・進捗状況を把握、評価することで、中長期的な計画を確実に進
めていく。

長期

中長期的な視点に立った事業展開の方向性や今後１０年間に進めていく具体的な取り組みなどを示す「札幌水道
ビジョン（平成２７年３月策定・令和２年３月中間改定）」のもと、計画的に事業を進めていく。

取組内容

水道局は市民生活と都市活動に欠かすことのできないライフラインとして、安全で良質な水を安定して供給するこ
とを使命に事業を運営している。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 ■ 実施 ■ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
企業債の発行を抑制しつつ、札幌水道ビジョンにある令和３年度事業を、おおむね計画どおりに進めること
ができた。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

「札幌水道ビジョン」のもと、社会経済情勢の変化に対応した事業を行い、引き続き安全で良質な水を安定し
て供給するよう取り組んでいく。

予算
中長期的には、給水収益の減少が見込まれるなど、厳しい財政状況
が予想されるが、引き続き収入の確保と経費の縮減に努め、札幌水
道ビジョンに掲げた事業を進めていく。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

本市の水道施設は、今後次々と施設の更新時期を迎える。また、各種災害への対策も進める必要があり、
多額の経費と時間を要することが見込まれる。一方で節水意識の高まりや人口減少社会の到来により、水
道事業の主たる収入である給水収益は今後も減少傾向が続いていくことが見込まれる。このような社会経済
情勢の中でも、健全経営を維持しながら安全安定給水を堅持するための施設整備・更新を引き続き進めて
いく。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

「札幌水道ビジョン」前半期で、委託業務範囲の拡大に関する主な取組は完了。引き続き、経営の
効率化として、委託拡大可能な業務について、検討を行っている。また、現在良好な経営状況を
維持しており、高い技術力やノウハウを継承していくだけの職員の確保もできていることから、今
後とも地方公営企業による運営が適切であると考えている。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

満足度は９０％を超えているが、更なる満足度の向上を目指し、利用者からの関心・要望が多い、
災害時の備えや水道料金の仕組みに関する情報について、冊子や水道メーター検針時に配布す
るリーフレットなどを用いて情報発信している。また、動画等ＷＥＢを活用した水道事業の啓発を
実施して、水道水のおいしさや安全性への理解、水道に対する安心感・満足感の醸成を図ってい
る。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

水道水の水質基準不適合率や給水制限はなく、安全で良質な水を安定して供給することができて
おり、このことに対する利用者満足度は９０％以上の水準を保っている。当該満足度をより向上さ
せるため、今後も利用者の視点に立ち、より一層のサービス充実に取り組む。
また、財政面では自己資本の充実を図っており、自己資本構成比率は上昇傾向にある。引き続き
財務基盤の強化に努め、健全経営を続けていく。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

水道普及率は高いが、安全で安定した給水の継続は必要不可欠である。また、水道施設の耐震
化を計画的に進めているものの決して十分な状況とは言えず、引き続き継続する必要がある。
（下記参考：令和２年度末現在）
・水道普及率…９９．９％（道内９８．２％、全国９８．１％）
・水道施設の耐震化…基幹管路４３．１％（道内４５．３％、全国４０．７％）、浄水施設１９．２％（道
内２５．５％、全国３８．０％）、配水池８４．７％（道内５２．３％、全国６０．８％）

79.2 79.1 80.5 80.5

項目 判定 理由

95.1 93 95.4

成果指標２

指標名 自己資本構成比率

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

0 0

成果指標１

指標名 安全で良質な水をお届けすることの満足度

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

94.8

0

活動指標２

指標名 給水制限数（日）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

0 0

活動指標１

指標名 水質基準不適合率（％）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

0 0 0


